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序　序　序　序　序　     　　文　　文　　文　　文　　文

　国際協力事業団は、マレイシア国実施機関（連邦森林局）との討議議事録（Ｒ／Ｄ）に基づ

き、｢マレイシア複層林施業技術現地実証調査」を平成３年11月から５か年実施しました。さら

に平成８年11月から３か年のフォローアップ（Ｆ／Ｕ）を行い、現在は実証調査期間終了まで３

か月を残すに至っています。

　本実証調査では、民間企業による産業造林に役立つよう熱帯林地域における未立木地、人工林

及び天然林伐採跡地を人為的に複層林化する施業技術を検討し、複層林経営モデルの作成を行っ

ています。

　本実証調査の最終年にあたり、当事業団は、これまでの実績及び成果について評価するととも

に、関係者及び派遣専門家に対し、取りまとめについて必要な助言及び指導を行うため、平成11

年５月12日から21日まで、農林水産省林野庁国有林野部監査官　島田泰助氏を団長とする計画打

合せ（評価）調査団を派遣しました。

　本報告書は、その調査結果について取りまとめたものであり、今後広く関係者に活用されるこ

とを願うものです。

　終わりにこの調査にご協力とご支援を頂いた関係者の皆様に対し、心から感謝の意を表しま

す。

平成11年７月
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